
センターからのお願いとお知らせ

・ベビーカーでお越しの際には畳んで置いていただくことになりました。

・自転車には貸し出し制の駐輪札を付けてください。

・みずべカードはお子様に持たせず大切に保管して下さい。

・リフレッシュひととき保育の登録は、月曜日の１０時～１６時（１２時～１３時は除く）

持ち物は母子手帳です。なお 4月より、キャンセルのご連絡は 16時までとさせて頂きます。

・大人の方は靴下着用のご協力をお願いします。ご不明な点はお気軽にお声かけください。

～６月のみずべ風景～
131 号

江東区豊洲子ども家庭支援センター （指定管理者） 社会福祉法人景行会

理事長 齋藤彰平

2018 7・8 月号

リフレッシュひととき保育のスタッフが、保育をしていて感動したというエピソードを教えて

くれました。

数か月前の A ちゃんは、自分より小さい子が近づいてくるだけでも「いや～！」自分が遊んで

いる玩具に友達が触ろうものなら「だめ～！」と、精いっぱいの自己主張をしていました。その

ような姿はこどもの成長過程の一つで、よくあることと頭では分かってはいるけれど、やはり保

育中に何度も Aちゃんが怒る場面に遭遇していました。スタッフは「いやだったのね」とか「今

はだめなのね」とその都度Aちゃんの主張を一度は受け入れて話しかけていました。

「たくさん認めてもらった子はきっと満足をして、怒らなくてもやり取りができるようになる

と、こどもの成長を信じているからこそ大人は根気がいりますね。

数か月経ち、感動は突然訪れたそうです。Aちゃんがブロックを積んで遊んでいると、小さい

子が興味を持って寄って来て、ブロックを数個持って行ってしまいました。スタッフは「あっ、

これは絶対に“だめ～！！”って怒るだろうな」と思ったそうです。しかし次の瞬間、Aちゃん

は「まっ、いっか」と言ったとのこと。スタッフは思っていたのとは違う言葉を聞いて拍子抜け

して驚き、「こどもの成長はこうやって突然、必ず来るものなのだと感動しました」と言ってい

ました。

A ちゃんは怒りの感情を自分でコントロールできるようになって、自己主張の先に見つけたコ

ミュニケーション力を身に付け、スタッフや友達と連なって遊ぶ楽しさを知ったのだと思います。

素直なこどもの姿から私たちは学ぶことが多いです。

加えて、きっと Aちゃんのお母さんもイライラした時「まっ、いっか」と言っているのかと想

像していました。

大人でもイライラしてしまう事がありますよね。そんな時に「まっ、いっか」と言えたら、ど

んなに楽だろうかと思いました。私も使ってみようと思います。

センター長 川北抄子
江東区豊洲子ども家庭支援センター みずべ （江東区 指定管理者 社会福祉法人景行会）
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7月23日（月）

10：30～12：00

発達に心配や、しょうがいのあるお子さんを対象に

したプログラムです。 お母さん同士お話しをした

り、こども達はのびのび遊べます！

＜クッキーづくり＞

今回のクッキーづくりは事前予約、時間帯で

入れ替え制で行いました。父の日が近いこと

もあり、パパへのプレゼント用で作っている

方も多かったようです。次回もおたのしみ

に！！

「まっ、いっか」

有明子育てひろば

7月2日（月）

10：00～11：45

有明スポーツセンターレクリエーションホール3階

体を動かして遊びましょう！お問い合わせ豊洲みずべまで

区立幼稚園出張説明会

7月19日（木）14：00～15：30

対象・・・来年度入園を考えている方

平成31年度新入園児の募集スケジュールや

区立幼稚園での園生活について江東区学務課職員、

区立幼稚園園長が説明いたします。

申し込みは不要です。直接豊洲みずべに

お越し下さい。

☆保育園入園説明会

７月31日（火） 14：00～15：30

定員50名（＊予約制）

申し込み 予約専用ダイヤル（03-3647-9809）

詳細は江東区ホームページ「平成３０年度出張説明会開催について」

をご覧ください。

※参加は各家庭1回のみでお願い致します

※昨年度からの変更点として事前予約制となりました。ご注意下さい。
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いる玩具に友達が触ろうものなら「だめ～！」と、精いっぱいの自己主張をしていました。その

の成長過程の一つで、よくあることと頭では分かってはいるけれど、やはり保
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